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本案験は、既提出の黒田実験〔乙第望毎号証〕に用いた系統AD77がカラシナ・ディフ  

工ンシンを生成していることを確認したものでぁる。なお．他の4系統6種についてもカ  

ラシナ・デイブェンシンを生成していることを確認した。  

t方法〕  

実験に供試したAD77を含む5系統7嘩の粗換えイネは、牌離温室で育成したもの   

で、既提出の黒田実験（乙第25号証）に供試したものと同じものである．各試料であ   

る組換えイネあるいは陰性コントロール把「どんとこい」の菓身0．占g を秤量し、韓   

旺入れ液体窒素で凍結し粉砕した。乳鉢に溶解バッファー 柑．1M¶砧・HCl，10血M   

EDTA，pHT．与）1mlを加え、よく磨りつぶした。ペースト状になったところで、1，5ml   

の遠心チューブに全量回収し、拭けOD叩mで1時間遠心分離する。上晴（注1）を   

回収し十分析の支障となる高分子成分を逓減させるため、マイクロコンⅥ虻30【日本   

ミリポア：分画分子量細部嘲 を通過菖せた。得られた通過画分はきらにマイクロコ   

ンⅥ什3 亡日本ミリボア；分画分子量3，ロqO）で175上上1まで雄蹄した。濃縮サン   

プルの20上土1をそれぞrL SI〕S・ポリアクリルゲル電気泳動にかけ、デイブェンシンの   

有無を確認した。   

〔注1） 得られた可溶性タンパク賃の容量はいずれも約7001上1であった＿  

［結果と考察〕   

倍果は．図1に示すとおり、黒田集塵に用いた系統AD77を含め美顔対象としたす  

ぺての系統において，カラシナ・デイブェシシンの生成を確認した。なお、ディ7エン  

シンとその上のバンド（分子量約1万）が認められるが．このバンドはネガティブコ  

ントロールにも認められるので．本来、元品種に抗体と反応する蛋白質が存在するもの  

であると考えられ，このデータの評価には支樺がないものである。   
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